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平成３０年度清瀬市財政の健全化判断比率等の審査意見について 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条

第１項及び第２２条第１項の規定に基づき、審査に付された平成３０年度清瀬市

財政の健全化判断比率及び資金不足比率について審査した結果、別紙のとおり意

見を付します。 
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  平成３０年度清瀬市財政の健全化判断比率等の審査意見書 

 

第１ 審査の対象 

   平成３０年度 実質赤字比率 

   平成３０年度 連結実質赤字比率 

   平成３０年度 実質公債費比率 

   平成３０年度 将来負担比率 

   平成３０年度 資金不足比率 

 

第２ 審査の期間 

令和元年７月３０日から令和元年８月１６日まで 

 

第３ 審査の方法 

審査にあたっては、市長から提出された財政の健全化判断比率、資金不足比率及び

その算定の基礎となる事項を記載した書類が、関係法令に準拠して適正に作成されて

いるかどうかを主眼とし、関係書類との照合及び関係職員から説明を聴取するなどし

て実施した。 

 

第４ 審査の結果 

審査に付された財政の健全化判断比率及び資金不足比率は、地方公共団体の財政の

健全化に関する法律その他の関係法令に準拠して適正に作成されているものと認めら

れた。 

 

第５ 審査の概要 
 

１ 健全化判断比率等の審査対象会計 
 

国民健康保険事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者 医療 特別 会計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

うち公営企業会計 下 水 道 事 業 会 計

特 別 会 計

一 般 会 計

　一部事務組合、広域連合

　地方公社、第三セクター等

　表-１     （  審 査 対 象 会 計  ）
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２ 健全化判断比率等の指標 
  

(1) 健全化判断比率 

　表-2  （ 単位 ： ％ ）

比     率     名 平成２９年度 平成３０年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － －    12．75 　　　　20．00

連結実質赤字比率 － －    17．75 　　　  30．00

実 質 公 債 費 比 率  4．1  3．6  25．0 　　　　35．0　　

将 来 負 担 比 率 23．4 21．9        350．0

 

(2) 資金不足比率 

　表-3  （ 単位 ： ％ ）

比     率     名 平成２９年度 平成３０年度 経営健全化基準

下 水 道 事 業
資 金 不 足 比 率

－ － 20．0

 

(注) １ 上記表中の「－」は、それぞれ実質赤字額、連結実質赤字額及び資金不足額がないことを表してい

る。なお、「０」と表示しないのは、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資金不足比率ともにマイ

ナス比率（実質収支の黒字等）となるためである。 

２ 早期健全化基準及び財政再生基準は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令により定めら

れている。この基準を超えた場合には、財政健全化計画や財政再生計画の策定等が義務づけられる。 

 

 

３ 健全化判断比率等の状況 
  

(1) 実質赤字比率 

実質収支額は、一般会計の歳入総額 310 億 2,496 万 6 千円から歳出総額 301 億

7,348 万 2 千円を差し引いた歳入歳出差引額 8 億 5,148 万 4 千円である。 

したがって、実質赤字額が発生していないことから、実質赤字比率は算定されない。 

 

歳入総額 歳出総額
歳入歳出
差 引 額

翌年度へ繰り
越すべき財源

実質収支額

① ② ③ = ① - ② ④ ③ - ④

31,024,966 30,173,482 851,484 0 851,484

（ 単位 : 千円 ）

  一 般 会 計

会　計　名

  表-4
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(2) 連結実質赤字比率 

連結実質収支額は、一般会計の実質収支額 8 億 5,148 万 4 千円に、特別会計のうち

公営企業会計以外の実質収支額 4 億 2,245 万 6 千円を加え、さらに公営企業会計の剰

余額 9,436 万 3 千円を加えた 13 億 6,830 万 3 千円である。 

したがって、連結実質赤字額が発生していないことから、連結実質赤字比率は算定

されない。 

実 質 収 支 額 資金不足･剰余額 連結実質収支額

① ② ③ = ① ＋ ②

851,484

国民健康保険事業 88,583

介 護 保 険 318,116

後 期 高 齢 者 医 療 11,116

駐 車 場 事 業 4,641

計  422,456

うち公営企業会計 下 水 道 事 業 94,363

（ 単位 : 千円 ）

1,368,303

会　       　計　     　名

一 般 会 計

　表-5

特 別 会 計

 

 

 (3) 実質公債費比率 

平成２８年度、平成２９年度及び平成３０年度の３カ年を平均した実質公債費比率は、

3.6％である。 

したがって、早期健全化基準（25.0％）及び財政再生基準（35.0％）を下回っている。 

　表-6  （ 単位 ： ％ ）

実質公債費比率 実質公債費比率

（ 単年度 ） ( 3カ年平均 )

平 成 ２ ８ 年 度 4．07090

平 成 ２ ９ 年 度 3．63541

平 成 ３ ０ 年 度 3．32081

3. 6

年　　　度
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(4) 将来負担比率 

将来負担比率は、将来負担額 254 億 5,660 万 9 千円から充当可能財源等 223 億

9,144 万 6 千円を差し引いた額を、標準財政規模 153 億 4,460 万 6 千円から普通交付

税に算入される公債費等の額 13 億 5,511 万 1 千円を差し引いた額で除した 21.9％で

ある。 

したがって、早期健全化基準（350.0％）を下回っている。 

 

  

25,456,609千円 22,391,446千円

（将来負担額） ― （充当可能財源等）

（標準財政規模） ― （算入公債費等の額）

15,344,606千円  1,355,111千円

（将来負担比率）21.9％ ＝

 

 

※  将来負担比率とは、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対

する比率である。 

本市の将来負担額は、一般会計等の地方債の現在高 195 億 2,224 万 9 千円に、債務

負担行為に基づく支出予定額 7 億 9,312 万 5 千円、公営企業債等繰入見込額 3 億

5,616 万 2 千円、組合負担等見込額 2 億 4,689 万 3 千円、退職手当負担見込額 44 億

9,183 万 7 千円を加え、さらに、本市が設立した法人の負債額等負担見込額 4,634 万 3

千円を加えた額 254 億 5,660 万 9 千円である。 

 

 

 (5) 資金不足比率 

下水道事業会計において、資金不足額は発生していない。 

したがって、資金不足比率は算定されない。 

　表-7

資金不足額 資金不足比率 資金剰余額

法
適
用

下 水 道 事 業 会 計 ― ― 94,363

会 計 名

 （ 単位 ： 千円、％ ）

 


